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コメニュース研究の新資料について
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わが国におけるコメニュース研究の最も新しい文献の一つは梅根悟著 「コメニウス」（昭和３１年

牧書店） だと考えるのであるが， この書にさえもれていて， コメニュースの著作としては重要な

価値をもつものがある． 尤も上に掲げた書は参考文献として Ｔｈｅ ＡｎａｌｙｔｉｃａＩＤｉｄａｃｔｉｃ。ｆＣｏｍｅ－

ｎｉｕｓｔｒａｎｓｌａｔｅｄｆｒｏｍ ｔｌ・ｅ Ｌａｔｉｎ ｗｉｔｈ ｌｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏｎａｎｄ Ｎｏｔｅｓｂｙ Ｖ１ａｄｉｍｉｒｊｅｌｉｎｅｋ， Ｔｈｅ Ｕｎｉ‐

ｖｅｒｓｉｔｙｏｆＣｈｉｃａｇｏＰｒｅｓｓ，１９５３の名だけはあげているが， 実はその中に新しく発見されたコメニ

ュースの著作についての説明があることにまでは言及していない．

　

それでは， その新しく発見されたコメニュースの著作とは何であるか． それは汎知主義の全体

系をなす大著であり，１６４５年その第一巻が完成した 「人事改善に関する大会議」 （Ｄｅｒｅｒｕｍ ｈｕ‐
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ｔｏｓ，ｒｅｌｉｇｉ。ｓｏｓ，ｐｏｔｅｎｔｅｓ Ｅｕｒｏｐａｅ） に関するものである． この書は全七巻で完結する構想をもつ

ものであったが， 実際に完成してコメニュースの生前に出版されたものは， 全七巻のうち， 献辞

としての 「ヨーロッパの光」 （Ｅｕｒｏｐａｅｌｕｍｉｎｉｂｕｓ） と第一巻の 「汎覚醒」（Ｐａ．ｎｅｇｅｒｓｉａ） と第二巻

の 「汎饗明」（Ｐａｎａｕｇｉａ）だけであって， あとの五巻は行・方不明と考えられていた． 従って， さき

の梅根教授の「コメニュス」にも第一巻及び第二巻については簡単な説明が出ているが， あとの第

三巻から第七巻までについては何らの解説も与えられてはいない． ところが梅根教授がその名を

あげるにとどめたエリネックの著書の中に， その不明とされていた第三巻から第七巻までの各巻

についての詳しい解説がなされている， エリネックはそれらを「ハレー稿本」として‐一括している．

　

さて殆んど三世紀のあいだ行方不明と考えられていたコメニュースの五つの著作が発見された

のは１９３５年のことである． 発見した人はチチェヴスキー （ＣｙＺｅｖｓｋｉｉ） 教授である． 彼はハ レーの

孤児院の記録保存所の中でこれを発見した． そしてその発見についての解説を公けに した の は

１９４０年のことである．

　

コメニュ←スのこの五つの著作は， 実は， コメニュースの死後， クリスチ

ャ ン ・ ニ グ リソ （Ｃｒｉｓｔｉａｎ Ｎｉｇｒｉｎ）とペウル・ハルトマン（ＰａｕＩＨａｒｔｍａｎｎ）とによって出版される

ことになり，］．６７８年の終りまでには出版の運びになっていたのであるが， けつきよく出版にはな

らなかった，

　

しかし１７００年ごろの全著作の原稿がュスッス・ ドセミュース（ＪｕｓｔｕｓＤｏｃｅｍｉｕｓ）の

手に入り， 彼はそれらの草稿をハレトの孤児院に委託した． これらの草稿は１７０２年ブッデ版 「汎

覚醒」 のためにブッデによって用いられたが， その後それらはチチェヴスキ←によって発見され

るまで行方不明になっていた，

　

これらの行方不明の著作が１９３５年に発見される前は， その内容が

－
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汎知主義に関する他のコメニュ←スの著作や同時代人が日記や書簡で述べていることなどから広

く推測されたりしていた．また価値ある証拠がマレシュース（Ｍａｒｅｓｉｕｓ） の論争的な著作によって

与えられた． 彼は１６６９年「汎改革」（Ｐａｎｏｒｔｈｏｓｉａ）（筆者註，この著作の第六巻）－－－そのところどこ

ろをコメニュ←スが少数の批評家のために公けにしていた－－の中の一千年至福説 （筆者註， こ

の世の最後の一千年間キリストが再臨して世界を治める．という説） と平和主義とについての口ぎ

たないが，

　

しかし詳細な批判を公けにしていた． 従って注意深い推理と臆測とによって， この著

作全体の輪廓を再構成することはできた．

　

しかし今やハレー稿本－－それは草稿のみならず印刷

したものも含んでいるが－－の発見によって， 七巻全部のテクストが利用できるようになった．

全七巻から成るこの著作はコメニュースの最も野心的な著作である． その著者であるコメニュ

←スは， それが人類の福祉に対する最も大きな貢献であると考えていた． その真の価値について

の詳価はどうであろうと， とにかくわれわれはそれがコメニュースの生涯の事業を導いた汎知主

義的・一千年至福説的並びに平和主義的思想に関する彼の最後の，

　

そして最も入念な論文である

と考えざるを得ない． 従ってわれわれがョ←ロッパの思想史におけるコメニュースの地位を正し

く評価するためには， 新しく発見された五巻を加えた全七巻についての周到な研究をなすことが

必要である． 次にエリネックに従って各巻の内容について簡単な説明を加えたい，

Ｄ
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献辞の標題は 「ヨーロッパの光」 （Ｅｕｒｏｐａｅｌｕｍｉｎｉｂｕｓ） である． それは学問があり， 敬度で，

且つ卓越した人々に対して呈せられたもので， 全七巻の全体的構想の輪廓を描き， 問題を七巻に

わけて考察する旨のことを述べたものである．

　

２．

　

「汎覚醒」（Ｐｉ＝ｌｅｇｅｒｓｉａ）

　

ここでは人事を教育・政治・宗教に分類して考察する． 従って次の三種の人間関係を概観する

のが著者の仕事である．（１）人間と， 人間が支配すべき事物との関係，｛２｝人間と， 人間が友好と平

和とをもって共に生活すべき同胞との関係， 圏人間と， 人間がつねに服従すべき神との関係． 著

者によれば， これらの関係を神の意志に一致させることが可能であるが， しかし人類はそうする

ことができなかった． 従って人間に関する諸事を全く混乱状態におくことになった． そこで著者

は人事の改善が可能でないかどうか，人間の悲惨に対する憐れみをかき立て， 人間の運命の改善に

対する願望に火をつけることによって， 普遍的な覚醒すなわち汎覚醒（Ｅｘｃｉｔａｔｏｒｉｕｍ ｕｎｉｖｅｒｓａｌｅ）

をもたらすことができないかどうかを問題にする．

　

３．

　

「汎整明」（Ｐａｎａｕｇｉａ．）

　

ここでは汝覚醒が招来される道行きが示されている． 人間の心から暗黒を追放することができ

る一つの大きな力は， 万物を貫徹する思想の光であるというのがその結論である． これは 「汎饗

明」 に導く 「普遍的な光の道」（Ｌｕｃｉｓｕｎｉｖｅｒｓａｌｉｓｖｉａ） である．

　

４．

　

「汎整合」（Ｐａｎｔａｘｉａ）

　

これが著者が前に汎知（Ｐａｎｓｏｐｈｉａ） と呼んだものである． この巻は， 思想の普遍的な光によっ

て， われわれは， いかにして万物を分類し， 各々の物をその正しい位置におくことができるかを

示したものである． われわれは思考を現実の事物に一致させることによって， 存在の偉大な連鎖

に相応した思想の切断し難い連鎖をつくり出す．

　

このようにして， われわれは万物の真の本性・

秩序及び様式を知るための首尾一貫した， 堅実な創造観を確立する． これが 「事物 の 汎整 合」

－
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（Ｒｅｒｕｍ ｕｎｉｖｅｒｓａｌｉｓｃｏｏｒｄｉｎａｔｉｏ） の仕事である．

　

５．

　

「汎教育」（Ｐａｍｐａｅｄｉａ）

．いかにして万物の本質的関係を理解するかの方法をあらゆる人々に教えるためには， まずいか

にして人間の心をして普遍的な光をとらえさせることができるかを知らなければならない． 従っ

て汎教育は 「人間の精神の汎開化」 （Ｕｎｉｖｅｒｓａｌｉｓｃｕｌｔｕｒａ ｍｅｎｔｉｕｍ） の問題を探究することにな

る．

　

６．

　

「汎言語研究」（Ｐａｎｇｌｏｔｔｉａ）

　

この巻は普遍的な光を普及させ， それをすべての国民や民族に移透させるための手段を発見す

ることを目的とする． 知識はまだ言語という手段によってのみ伝達され得るが故に， この巻はも

っぱら 「諸言語の普遍的な修得」（Ｌｉｎｇｕａｒｕｍ ｕｎｉｖｅｒｓａｌｉｓｃｕｌｔｕｒａ）を問題にする．

７．

　

「汎改革」（Ｐａｎｏｒｔｈｏｓｉａ）

　

これまでの諸巻において素描された諸改革によって， われわれは教育的・宗教的並びに市民的

諸事における改革を招来することができるであろう． ところで， われわれは， いかにして啓蒙・

敬度並びに平和の時代を始めることができるかを示すのが，

　

この巻の目的である． すなわちそれ

は 「汎改革」（Ｒｅｆｏｒｍａｔｉｏｕｎｉｖｅｒｓａｌｉｓ） を取り扱ったものである．

８．

　

「汎勧告」（Ｐａｎｎｕｔｈｅｓｉａ）

　

これらの提案の実行可能性が確立されたら， すべての教育を受けた者， すべての宗教的思想家

並びに世界のすべての君主は， 然り， すべてのキリスト教徒は， これらの重要な事柄について真

剣に考え，

　

これらの計画を実現させる仕事に没頭すべきである． この行動へのいざないが汎勧告

（Ｅｘｈｏｒｔａｔｏｒｉｕｍ ｕｎｉｖｅｒｓａｌｅ）である．
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